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「鎌ケ谷市環境美化対策推進協議会」令和６年度第４回会議 会議録 

 

 

１  開催日時  

令和７年１月１５日（水） 午後２時００分～午後２時４０分 

 

２  会場 

鎌ケ谷市役所 本庁舎 ６階 第２委員会室 

      

３  出席者 

（１）環境美化対策推進協議会会議委員 １１名 

髙野武会長、小島正實副会長、太田尻工副会長、片平房子委員、 

岡﨑康子委員、千葉賴孝委員、上野磯次郎委員、川田由美子委員、 

今村喜和子委員、小池義明委員、飯野正昭委員 

 

（２）事務局 ４名  

髙野クリーン推進課長、神道係長、佐々木係長、前田主任主事 

 

４ 傍聴者 

なし 

 

５ 会議 

 （１）会議録署名人の選出 

名簿登載順にて、片平房子委員、上野磯次郎委員を会議録署名人に選出した。 

 

（２）議題 

ア 令和６年度「ごみの散乱のない快適なまちづくり推進団体等表彰」について 
（事務局が資料を基に説明） 

会  長：表彰要領の内容に変更はないか。 

     事 務 局：昨年度以前から変更はしていない。 

会  長：他にご意見等がなければ、原案のとおりということでよろしいか。 

委  員：異議なし 

 

イ 「鎌ケ谷市ごみの散乱のない快適なまちづくりに関する条例」における推進

地区等の啓発について 
（事務局が資料を基に説明） 

会  長：何か質問等はあるか。 

事 務 局：補足の説明になるが、路面シートの貼り替えについては、交通量 

の多い新鎌ケ谷駅周辺の劣化の激しい箇所を優先的に実施する。 
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また、新鎌ケ谷駅のデジタルサイネージいわゆる電光掲示板への 

掲載については、視覚から路上喫煙禁止を訴えていくというもの 

である。 

     会  長：デジタルサイネージはどこの所有なのか。 

また、掲載費用は掛かるものなのか。 

     事 務 局：所有者の詳細は不明であるが、掲載に関する費用は掛からない。 

          掲載に関しては、民間事業者枠と行政情報枠があり、後者を活用 

するため、製作費用も含めて費用負担は発生しない。 

デジタルサイネージについては、保険年金課や安全対策課等でも 

活用している。 

現在、職員による新鎌ケ谷駅前の路上パトロールを実施している 

が、新たな手法の１つとして企画したものである。 

     委  員：ポイ捨ての啓発看板はあるが、比較的簡易的に掲示できる啓発シ 

ールのようなものはないか。 

          街の主要な通り沿いには、ごみのポイ捨てがなくても、その裏通 

りには、たばこの吸い殻等のポイ捨てが酷い場所があるため、シ 

ールを貼って啓発することができるのではないか。 

     事 務 局：啓発用のシールは用意していないため、来年度の予算において、 

          検討していきたい。そのような場所の対策も必要であると考える。 

     委  員：路面シートの設置状況について、北初富駅と初富駅は整備工事中 

で設置なしとなっているが、工事完了後には、今後どのような配 

分になるのか。 

     事 務 局：具体的な数量の配分は決定していないが、駅前の整備が完了した 

後に鉄道会社との調整を行い、駅周辺の状況も考慮して、近隣の 

駅と同様に、３～４枚の設置を想定している。 

新規に設置することから、市内の路面シートの合計枚数は増加す 

ることになる。 

会  長：他にご意見等がなければ、原案のとおりということでよろしいか。 

委  員：異議なし 

 

（３）報告 

   ア 令和６年度「リサイクルフェア」の実施結果について 
（事務局が資料を基に説明） 

 会  長：今後において、傘の提供を受けることは難しいのか。 

      これから傘の提供についての交渉は行うのか。 

 事 務 局：相手方次第にはなるが、提供の交渉自体は考えている。 

      ただし、提供場所が県外又は市外となり、遠方になることから、 

      人員面や運搬作業としても難しい状況である。 

      今後において、リサイクル傘の供給については、見通しが立って 

いない状況である。 
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また、傘を売ることだけが環境美化の活動ではないため、時代の 

流れに合わせて、新たな取組を模索していかなければならないと 

考えている。 

副 会 長：リサイクル傘の売上はどのように使われるのか。 

事 務 局：路面シートの張り替え等、環境美化の活動に使用している。 

     なお、協議会の予算は、市からの交付金として計上している。 

副 会 長：リサイクル傘の売上分がなくなることによって市からの補填等は 

あるのか。 

     事 務 局：年度ごとに予算額が決まっており、その予算内でやりくりするか、 

それでも予算が不足する場合は、財政当局へ事前の調整が必要と 

なってくる。 

     副 会 長：リサイクル傘の販売は、人が集まり人気があっただけに残念では 

あるが、それに代わる事業があれば良いと思われる。 

     事 務 局：今後もやっていきたいという方向性はあるが、現実的なことも考 

慮し、衰退していかないよう新たな取組も検討していきたい。 

また、委員の皆さまの知恵もお借りしたいと考えている。 

     副 会 長：環境美化活動においては、ボランティアの役割が大きく、その輪 

          を広げていくことも重要である。 

     会  長：キャンペーンや啓発も良いが、モノが動く方がインパクトもあり 

リサイクルにも繋がるため、こらから調整等が必要になると思わ 

れるが、出来る限りの取組を実現していきたい。 

 

   イ 令和６年度における新たな事業の実施について 

    ①第５０回鎌ケ谷市民まつりにおける「パッカートラックショー」について 

    ②令和７年鎌ケ谷市成人式～二十歳の集い～における啓発・広報画像の掲載に 

ついて 

（事務局が資料を基に説明） 

 会  長：普段はパッカー車を間近で見ることができないし、人も集まって 

      いたので良かったと感じる。 

 事 務 局：日常では近寄って見ることができないので、良い機会になったと 

      思われる。 

 副 会 長：成人式の啓発画像も若者向けで良かったと思う。 

 事 務 局：今どきの若い方は、紙媒体よりスマートフォンをよく利用してい 

      ることもあり、紙で配布して捨てられないこともごみの減量に繋 

      がると思われる。 

     会  長：今年度は新たな取組もあり良かったと感じているので、今後 

においても様々な活動をしていきたいと思う。 
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そのほかに特に質疑等なく閉会 

 

 

 

 

 

会議録署名人の署名 

 

以上、会議の経過を記載し、相違ないことを証するために次に署名する。 

 

令和７年１月２１日 

 

氏名  片平 房子 

 

氏名  上野 磯次郎 

 

 


